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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耐久性のあるインクジェットインク画像をプリントする方法であって、
ａ）下記成分からなるインクジェットインクを準備すること、
　ｉ）第一液体ビヒクル、
　ｉｉ）０．５ｗｔ％から６ｗｔ％の顔料着色剤、及び
　ｉｉｉ）０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％の、ランダム重合され且つ架橋結合された複数の
モノマーを含有する陰イオン性又は中性のラテックス含有コロイド懸濁液、
ｂ）下記成分からなる定着剤組成物を準備すること、
　ｉ）第二液体ビヒクル、及び
　ｉｉ）０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％の陽イオンポリマー
ｃ）前記インクジェットインクを基体上へ熱式に噴射すること、及び
ｄ）前記インクジェットインクが定着剤組成物に接触するようにして、当該定着剤組成物
をその基体上へ熱式に噴射して、インクジェットインクの上に上刷りし、それによって耐
久性及びスマッジ耐性のある画像をもたらすことからなる方法。
【請求項２】
　前記陽イオン性ポリマーは、ポリ（ビニルピリジン）塩、ポリアルキルアミノエチルア
クリレート、ポリアルキルアミノエチルメタクリレート、ポリ（ビニルイミダゾール）、
ポリエチレンイミン、ポリビグアニド、及びポリグアニド及びそれらの組合せから成る群
から選択される請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　ポリマー粒子は全体として、重量平均分子量が１０，０００Ｍｗから２，０００，００
０Ｍｗであり、且つサイズが２０ｎｍから５００ｎｍの範囲にある請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　複数のランダム重合されたモノマーは、メタクリル酸メチル及びアクリル酸ヘキシルを
含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　インクジェットインクは、さらにラテックスプライマーを含有する請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　定着剤組成物は、さらに多価金属硝酸塩、ＥＤＴＡ塩、ホスホニウムハロゲン化物塩、
有機酸、及びそれらの組合せから成る群から選択される多価塩を含有する請求項１に記載
の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット画像（イメージ）形成の分野に関する。より詳細には、本発
明は、改善された画像耐久性を示すインクジェットインクペンで使用する為の顔料型イン
クジェットインクの方法とシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータプリンタの技術は、紙を含む各種の媒体に高解像度の画像を転写できると
ころまで発達した。ある特定の印刷方式は、ディジタル信号に応答して媒体表面上に液体
インクの小滴を配置させることを伴う。典型的には、印刷装置と媒体表面との間の物理的
な接触なしに、当該媒体表面上に液体インクが配置されるか又は噴射されるものである。
この一般的な技術の中でも、印刷表面上へインクジェットインクを堆積させる具体的な方
法はシステムによって様々であり、連続（方式）インク堆積とドロップオンデマンド（方
式）インク堆積を含めることができる。
【０００３】
　連続（方式）の印刷システムに関して、使用されるインクは、典型的に、メチルエチル
ケトン及びエタノールのような溶媒をベースとしている。特に、連続（方式）の印刷シス
テムは、インク液滴の流れがプリンタノズルによって射出され且つ導かれることにより機
能する。インク滴は、加えて、ノズルに近接した静電荷電装置の支援によって導かれる。
インクが所望の印刷表面上で使われない場合は、そのインクは後の使用の為にリサイクル
される。ドロップオンデマンド（方式）の印刷システムに関し、インクジェットインクは
、典型的に、グリコールのような溶媒と水をベースとする。本来、これらのシステムでは
、インク滴は、熱又は圧力波によってノズルから送り出され、射出されるインク滴の全て
が印刷画像形成に使われる。
【０００４】
　インクジェット印刷が、種々の媒体表面、特に紙の上に画像を記録するポピュラーな方
法となった理由が幾つかある。それらの幾つかの理由には、低いプリンタ雑音、高速記録
能力、及び多色記録が含まれる。加えて、これらの利点は、使用者にとって比較的低価格
で得られることである。一方、インクジェット印刷において多数の改良がなされてはいる
が、この改良に伴って、この分野の使用者による諸要求、例えば、より高速度、より高分
解能、フルカラー画像形成、高い画像耐久性等に関する要望も高まっている。
【０００５】
　一般に、インクジェットインクは、染料型又は顔料型の何れかである。両方とも、典型
的には、染料及び／又は顔料を含有する液体ビヒクル（媒質）で作製される。一般に、染
料型インクジェットインクは、通常、水ベースの液体着色剤を用いて媒体を特定の色に変
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える。逆に、顔料型インクは、典型的に、固形又は分散形の着色剤を用いて色を得るもの
である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　インクジェット印刷にとって望ましい多くの特性には、媒体基体上の画像の良好なエッ
ジの鋭さ及び光学濃度、基体上でのインクの優れた乾燥時間、基体への付着性、噴射時に
インク滴の偏りが無いこと、全ドットが存在すること、乾燥後のインクの水及びその他の
溶媒に対する耐性、長期貯蔵安定性、良好なドットサイズとドットゲイン、カラー対カラ
ーのブリード（にじみ）の軽減、許容し得るコアレッセンス、腐食又はノズル詰まりの無
い長期信頼性、優れた耐光性、優れた耐湿性、低い湿り色相シフト、及びその他の既知の
特性が含まれる。上述の特性の幾つかを備える多くのインクが知られている。しかし、１
つの特性の改善は、しばしば別の特性の劣化に帰結することから、これらの特性の全てを
備えているインクはほとんど知られていない。従って、諸特性が改善され、且つ１つの特
性を改善するのに他の特性を著しく阻害することのないインク調合物の開発に研究が続け
られている。しかし、ペンの性能と信頼性を犠牲にすることなくインクジェットプリント
の像質と耐光性をさらに改善する為の多くの解決課題は、依然として残ったままである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　インクジェットインクシステムにある種の成分を用いると、優れた画像の永続性とスマ
ッジ（にじみ汚れ）耐性を生じさせ得ることが認められている。また、そのようなシステ
ムに使用されるある種の成分は、インクジェットペンを使って十分な信頼性で使用する為
に調合できることも認められている。詳細には、耐久性のあるインクジェットインク画像
をプリントするためのシステムは、２つのインクジェットペンを具備することができる。
第一のインクジェットペンは、インクジェットインクを含有し、当該インクジェットイン
クは、第一液体ビヒクル、０．５ｗｔ％から６ｗｔ％の顔料着色剤、及び０．２ｗｔ％か
ら１５ｗｔ％の陰イオン性又は中性のラテックス含有コロイド懸濁液を含有する。第二の
インクジェットペンは、定着剤組成物を含有し、当該定着剤組成物は、有効量の第二液体
ビヒクルと、０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％の陽イオン性ポリマー、例えばポリ（ビニルピ
リジン）塩、ポリアルキルアミノエチルアクリレート、ポリアルキルアミノエチルメタク
リレート、ポリ（ビニルイミダゾール）、又は、好ましくはポリエチレンイミン、ポリビ
グアニド、及び／又はポリグアニドを含有する。基体に適用した時、インクジェットイン
クに関して定着剤組成物を上刷り又は下刷りすると、耐久性があり且つ擦り汚れに強い画
像が形成される。
【０００８】
　また、上記システム又は類似のシステムを用いてスマッジ耐性のある画像を形成する方
法も当分野で有益であろうことが認められている。詳細には、耐久性のあるインクジェッ
トインク画像をプリントする方法は、（ａ）有効量の第一液体ビヒクル、０．５ｗｔ％か
ら６ｗｔ％の顔料着色剤、及び０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％の陰イオン性又は中性のラテ
ックス含有コロイド懸濁液とを含有するインクジェットインクを準備すること、（ｂ）有
効量の第二液体ビヒクル、０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％の陽イオン性ポリマー、例えばポ
リ（ビニルピリジン）塩、ポリアルキルアミノエチルアクリレート、ポリアルキルアミノ
エチルメタクリレート、ポリ（ビニルイミダゾール）、又は、好ましくはポリエチレンイ
ミン、ポリビグアニド、及び／又はポリグアニド類を含有する定着剤組成物を準備するこ
と、及び（ｃ）そのインクジェットインクを基体上へ噴射すること、並びに（ｄ）基体上
に耐久性及びスマッジ耐性のあるインクジェットインク画像を生じさせるために、インク
ジェットインクが定着剤組成物に接触するようにして、定着剤組成物を基体上へ噴射する
ことのステップからなることができる。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明により、優れた永続性とスマッジ（にじみ汚れ）耐性を有するインクジェット画
像を形成することのでき、更に十分な信頼性を有するインクジェットインク、システム及
び方法が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明を開示及び記述する前に、本発明は、ここに開示された特定の処理ステップ並び
に材料に限定されないことを理解すべきである。何故なら、前述の処理ステップ並びに材
料は、多少、変えても良いからである。また、ここに用いられる用語は、特定の実施態様
を記述するだけの目的で用いられていることを理解すべきである。本発明の範囲が添付の
特許請求の範囲及びその均等のものによってのみ限定されることから、当該用語は限定す
ることを意図したものではない。
【００１１】
　この明細書及び添付の特許請求の範囲において使われる時、単数で示されているもの及
び指示語（「その」や「該」等）は、その内容が別途明確に指示されない限り、その語が
意味する複数のもの（同等のもの）を包含していることに留意するべきである。
【００１２】
　ここで用いられる限り、「有効量」とは、所望の効果を達成するのに十分な物質又は薬
剤の最小量を意味する。例えば、「液体ビヒクル」の有効量は、本発明の実施態様による
諸特性を維持する一方で、本発明のインク組成物又は定着剤組成物に使用するのに要求さ
れる最小量のことである。
【００１３】
　ここで使用されるとき、「液体ビヒクル」は、サーマルインクジェットインク用途のイ
ンクジェットインクを形成するために、顔料及びラテックスコロイドがその中に分散され
る流動体を指すか、又はサーマルインクジェットインク用途の定着剤組成物を形成するた
めに陽イオン性ポリマーがその中に分散される流動体を指す。多くの液体ビヒクル及びビ
ヒクル組成物は、当分野で周知である。典型的なインクビヒクルは、界面活性剤、溶媒、
共溶媒、緩衝剤、殺生物剤、金属イオン封止剤、粘度修正剤、表面活性剤及び水のような
、様々な異なる剤（化合物）の混合物を含むことができる。
【００１４】
　「ラテックス含有コロイド懸濁液」は、（水のような）液体と２０ｎｍから５００ｎｍ
（好ましくは、１００ｎｍから３００ｎｍ）のサイズで、約１０，０００Ｍｗから２，０
００，０００Ｍｗ（好ましくは、約４０，０００Ｍｗから１００，０００Ｍｗ）の重量平
均分子量を有するポリマー粒子とを含有する液体懸濁物質を指す。典型的に、高分子粒子
は、前記液体中に０．５ｗｔ％から１５ｗｔ％で存在する。そのようなポリマー粒子は複
数のモノマーからなることができ、ランダムに重合され、且つ好ましくは架橋結合された
複数のモノマーからなることができる。架橋結合されると、その分子量は、上に挙げた値
より更に高くなり得る。さらにラテックス成分は、好ましくは約－２５℃から１００℃の
ガラス転移温度を有することができる。
【００１５】
　「ラテックスプライマー」は、約２００ｎｍの最大サイズを有するポリマー粒子が微細
に分散したものから溶解したものまでの組成物を指す。要求されるものではないが、ラテ
ックスプライマーは、本発明のインクジェットインク組成の安定化並びに噴射適性を促進
するべく、本発明のシステムと方法に用いることができる。
【００１６】
　「陽イオン性成分」は、定着剤内部の分散剤に言及する場合、正に荷電していて且つ接
触するとインクジェットインク内のラテックス含有コロイド懸濁液のラテックス成分を固
定（又は定着）するように作用するポリマー、多価イオン等を指す。
【００１７】
　「自己分散型顔料」は、電荷又は高分子群で化学的に表面が変性された顔料を指す。こ
の化学的な変性は、顔料が液体ビヒクル中に分散された状態になること及び／又は実質的
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にその状態に保持されることを助長する。
【００１８】
　「ポリマー分散型顔料」は、液体ビヒクル中に分散剤（例えば、ポリマー、オリゴマー
、又は界面活性剤であってよい）を利用する顔料、及び／又は顔料が液体ビヒクル中に分
散された状態になること及び／又は実質的にその状態に保持されことを助長するべく物理
的なコーティングを利用する顔料を指す。
【００１９】
　このことを念頭に置いて、本発明は、インクジェット画像形成の分野について記載する
。より詳細には、本発明は、スマッジ耐性及び永続性のある画像を得ることができる、印
刷のシステムと方法に関する。一実施態様において、耐久性のあるインクジェットインク
画像をプリントするためのシステムは、２つのインクジェットペンを具備することができ
る。第一のインクジェットペンは、インクジェットインクを含有することができ、当該イ
ンクジェットインクは、第一液体ビヒクル、０．５ｗｔ％から６ｗｔ％の顔料着色剤、及
び０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％のラテックス含有コロイド懸濁液からなる。第二のインク
ジェットペンは、定着剤組成物を含有し、当該定着剤組成物は、有効量の第二液体ビヒク
ル、０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％の陽イオン性ポリマー、例えば、ポリ（ビニルピリジン
）塩、ポリアルキルアミノエチルアクリレート、ポリアルキルアミノエチルメタクリレー
ト、ポリ（ビニルイミダゾール）、又は、好ましくはポリエチレンイミン、ポリビグアニ
ド、及び／又はポリグアニドからなる。従って、基体上のインクジェットインクに関して
定着剤組成物を上刷り又は下刷りすると、耐久性及びスマッジ耐性のある画像が形成され
る。
【００２０】
　別の実施態様において、耐久性のあるインクジェットインク画像をプリントする方法は
、（ａ）有効量の第一液体ビヒクル、０．５ｗｔ％から６ｗｔ％の顔料着色剤、０．２ｗ
ｔ％から１５ｗｔ％のラテックス含有コロイド懸濁液からなるインクジェットインクを準
備すること、（ｂ）有効量の第二液体ビヒクル、０．２ｗｔ％から１５ｗｔ％の陽イオン
性ポリマー、例えばポリ（ビニルピリジン）塩、ポリアルキルアミノエチルアクリレート
、ポリアルキルアミノエチルメタクリレート、ポリ（ビニルイミダゾール）、又は、好ま
しくはポリエチレンイミン、ポリビグアニド、及び／又はポリグアニドからなる定着剤組
成物を準備すること、（ｃ）そのインクジェットインクを基体上へ噴射すること、そして
（ｄ）基体上に耐久性及びスマッジ耐性のあるインクジェットインク画像を生じさせるた
めに、インクジェットインクが定着剤組成物に接触するようにして、定着剤組成物を基体
上へ噴射することのステップからなることができる。
【００２１】
　前記方法又はシステムのいずれかに関連して、ラテックス含有コロイド懸濁液は、約２
０ｎｍから５００ｎｍ、好ましくは約１００ｎｍから３００ｎｍ、の粒子サイズ範囲を有
するポリマー粒子を含有する。ラテックス含有コロイド懸濁液のポリマー粒子を形成し得
る組成物は多数あり、それらにはポリマー粒子が全体として約１０，０００Ｍｗから２，
０００，０００Ｍｗ、好ましくは、約４０，０００Ｍｗから１００，０００Ｍｗである、
ランダムに重合されたモノマーが含まれる。加えて、－２５℃から１００℃のガラス転移
温度を有するラテックスが好ましい。
【００２２】
　一例を示すと、複数のランダム重合モノマーは、メタクリル酸メチル、アクリル酸ヘキ
シル、メタクリロイルオキシコハク酸エチル、及びエチレングリコールジメタクリレート
の様々な組合せ含むことができる。一実施態様は、通常のポリマー粒子中にランダムに重
合されたこれらの組成の全てを含有する。例えば、これらの４つの成分は、１０ｗｔ％か
ら９０ｗｔ％のメタクリル酸メチル、１０ｗｔ％から９０ｗｔ％のアクリル酸ヘキシル、
０ｗｔ％から２５ｗｔ％のメタクリロイルオキシコハク酸エチル、及び０ｗｔ％から５ｗ
ｔ％のエチレングリコールジメタクリレートで存在してよい。
【００２３】
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　第一及び第二の両液体ビヒクルに関して、サーマルインクジェットインク技術で使用す
るのに有効な多数の成分のどれかが存在していてよい。例えば、インク又は定着剤の液体
ビヒクルは、有効量の水、０．０５ｗｔ％から５ｗｔ％の界面活性剤、５ｗｔ％から５０
ｗｔ％の溶媒、０．０５ｗｔ％から２ｗｔ％の殺生物剤からなってよい。本書における液
体ビヒクルに関して記述したように、他の成分も存在していてもよい。多数の溶媒、多数
の界面活性剤等のような、単一種類の多数の液体ビヒクルも存在してよい。ラテックス含
有コロイド懸濁液を含んでいるインクジェットインクに関して、０．１ｗｔ％から５ｗｔ
％のラテックスプライマーが液体ビヒクル中に存在してもよい。
【００２４】
　任意に、定着剤組成物は、イオン又はインクジェットインク組成物の定着に更に役立つ
他の成分を含んでいてもよい。例えば、定着剤に存在していてよい陽イオン性ポリマー組
成物に加えて、多価塩も存在していてよい。例としては、多価金属硝酸塩、ＥＤＴＡ塩、
ホスホニウムハロゲン化物塩、有機酸（例えばグリコール酸、コハク酸、クエン酸、酢酸
等）、及びそれらの組合せが含まれる。
【００２５】
　自己分散型顔料及び／又はポリマー分散型顔料のような、各種の顔料を用いることもで
きる。ポリマー分散型顔料が用いられる場合、液体ビヒクルはさらに分散剤を含有するこ
とができ、或いは分散剤でその顔料を物理的に被覆することもできる。
【００２６】
　当該システムを使用する方法は、ラテックス含有インクジェットインクの最上面に定着
剤組成物を上刷りすることによって実施することができる。あるいは、当該システムを使
用する方法は、ラテックス含有インクジェットインクの下側に定着剤組成物を下刷りする
ことによって実施することもできる。所望の結果を得るのに、これらの実施態様の組合せ
を利用することもできる。
【００２７】
　顔料型インクにラテックスを添加するだけで、望まれる程までではないが、ある程度、
スマッジ及びスミア（こすり汚れ）耐性を改善できる。加えて、ラテックスの存在によっ
てもたらされる改善された浸透性のため、光学濃度（ＯＤ）の低減によって明らかにされ
るように、プリント画像の色強度が低くなることがある。他方、定着剤は、インクジェッ
トインクの好ましくない浸透を停止させることができるが、単独で、在来型のサーマルイ
ンクジェットインクシステムに使用した時に実質的な耐久性がもたらされることは知られ
ていない。顔料／ラテックス含有インクジェットインクの使用と、インクジェットインク
の顔料及び／又はラテックス成分と相互作用するよう形成されている定着剤組成物の使用
とを組合せることにより、十分な色強度を維持しながら、スマッジ及びスミア耐性を大幅
に高めることができる。十分な色強度を維持することと同時に、この高められたスマッジ
及びスミア耐性は、本発明のシステムと方法を使って画像を生成するときの部分的な乾燥
に重要である。
【００２８】
　サーマルインクジェットシステムは、それらの噴射特性において、ピエゾ式インクジェ
ットシステムとは全く異なっている。そのためピエゾ式インクジェットシステムで使用す
るのに効果的なポリマーは、必ずしもサーマルインクジェットインクシステムで使用する
のに効果的ではない。しかし、その逆は必ずしも真でない。換言すれば、サーマルインク
ジェットインクシステムで十分機能するポリマーはピエゾ式のシステムにおいて、その逆
よりも一層機能するものと思われる。従って、サーマルインクジェットシステムはピエゾ
式インクジェットシステムよりも許容性が低いことから、サーマルインクジェットシステ
ムに使用されるポリマーの選択は、しばしば、より細心の注意が必要とされる。そのため
、本発明のインクジェットインク及び定着剤の両方の組成物に使用されるポリマー及びそ
の他の組成物は、たとえそれらがピエゾ式インクジェットインクシステムで機能的であろ
うと、特にサーマルインクジェットインクシステムで使用する為に適用される。
【実施例】
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　以下の実施例は、現時点で最もよく理解している本発明の実施態様を説明するものであ
る。しかし以下の記載は、本発明の原理の適用について単に例示又は説明するものにすぎ
ないことを理解すべきである。当業者は、本発明の精神と範囲から逸脱することなく、様
々な修正並びに代替的な組成物、方法及びシステムを案出することができる。添付の特許
請求の範囲は、そのような修正並びに配置構成を網羅するべく意図されたものである。従
って本発明の特徴について上述してきたが、以下の実施例では、現時点で本発明の最も実
用的且つ好ましい実施態様と思われるものについてさらに詳述する。
【００３０】
〔例１〕ラテックス含有コロイド懸濁液を含有する顔料含有インクジェットインクと、ラ
テックス含有コロイド懸濁液を含有しない顔料含有インクジェットインクの作製
　ラテックス含有コロイド懸濁液と顔料を含有している数種類の異なったインクジェット
インクだけでなく、コントロールとしてラテックス含有コロイド懸濁液（単に「ラテック
ス」とも示す）を含有していないインクジェットインクを、以下のように表１から３に従
って作製した。
【００３１】
【表１】

【００３２】
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【表２】

【００３３】

【表３】

【００３４】
　表１から３において、ラテックス含有コロイド懸濁液は、水中に懸濁されたランダム重
合粒子を含み、当該粒子は、サイズが約１００ｎｍから３００ｎｍで、且つ重量平均分子
量は約４０，０００Ｍｗから１００，０００Ｍｗである。ラテックス含有コロイド懸濁液
は、４１％から４４．５％のメタクリル酸メチル、４４．５％から４８％のアクリル酸ヘ
キシル、１０％のメタクリロイルオキシコハク酸エチル、及び１％のエチレングリコール
ジメタクリレートを含む。
【００３５】
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　上記で使用した特定のラテックスは下記に従って作製した。メタクリル酸メチル（１０
２．５ｇ）、アクリル酸ヘキシル（１２０ｇ）、モノ－メタクリロイルオキシコハク酸エ
チル（２５ｇ）、エチレングリコールジメタクリレート（２．５ｇ）及びイソオクチルチ
オグリコレート（１．０ｇ）を一緒に混合してモノマーの混合物を形成した。次いで、水
（８５ｇ）と３０％Ｒｈｏｄａｆａｃ（商標）（２０．８ｇ）をそのモノマー混合物に加
えそして丁寧に剪断するように撹拌（shear）してエマルションを作製した。同時に、水
（７２５ｇ）を反応器中で９０℃まで加熱した。過硫酸カリウム（０．８７ｇ）を水（１
００ｇ）に溶解して開始剤溶液を作製し、そしてこの開始剤溶液を、３ｍｌ／分の速度で
熱水に滴下した。この滴下は水を撹拌しながら行った。３分後、開始剤溶液の添加を続け
ながら、更にエマルションを水に滴下してエマルション添加を始めた。エマルション添加
は３０分かかった。その反応混合物を９０℃で２時間保持し、そして冷却させた。反応器
の温度が約５０℃になったとき、２３ｇの１７．５％水酸化カリウム溶液を加えて反応混
合物のｐＨを８．５にした。その反応混合物を２００メッシュフィルターでろ過して平均
粒径２３０ｎｍの安定なポリマー粒子を得た。上記ラテックス組成物は以上のようにして
作製したが、本発明によれば、フリーラジカルによって重合し得る他のアクリル系及びメ
タクリル系又は不飽和モノマーを用いても同様の諸性質を得ることができることから、こ
れはほんの例示に過ぎない。
【００３６】
　ラテックスプライマーは、約２０ｎｍの最大サイズを有する微細に分散した（及び場合
によっては溶解した）粒子を指す。必須ではないが、ラテックス含有コロイド懸濁液と通
常の液体ビヒクル中の顔料との両方を含有する調合物を安定化させる為に、ラテックスプ
ライマーを用いることができる。ラテックスプライマーは、また、前述の組成物を含有し
ているサーマルインクジェットインクペンの信頼度を高めることもできる。表１から３に
、それぞれマゼンタＢ、マゼンタＤ、及びシアンＢ（コントロールインク）として示すイ
ンクジェットインクは、ラテックス含有コロイド懸濁液を含有していない。マゼンタＡ（
ラテックス含有）はマゼンタＢ（ラテックスが存在しない）と比較され、マゼンタＣ（ラ
テックス含有）はマゼンタＤ（ラテックスが存在しない）と比較され、そしてシアンＡ（
ラテックス含有）はシアンＢ（ラテックスが存在しない）と比較される。
【００３７】
〔例２〕ＰＥＩ／Ｃａ２＋定着剤組成物の作製
　次の表４に従ってポリエチレンイミン／カルシウムイオン含有定着剤組成物を作製した
。
【００３８】
【表４】

【００３９】
〔例３〕ポリビグアニド定着剤組成物の作製
　次の表５に従ってポリビグアニド含有定着剤組成物を作製した。
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【表５】

【００４１】
〔例４〕濡れ汚れ性能
　下表６から１３は、定着剤組成物と共にラテックス含有インクジェットインクを使用す
ることの利点を明らかにする結果を示すものである。例は、定着剤の有無、ラテックスの
有無、上刷り及び／又は下刷りでの使用、シアン及びマゼンタ顔料の使用、及び自己分散
型及びポリマー分散型顔料の使用に基づき提供されている。実施された各試験において、
全ての液滴の量は約８ピコリットルであった。下刷り及び上刷りの両実施態様について、
定着剤組成物の様々な数の液滴をテストした。理想的には、プリントされた画像は、本実
施例のスマッジテストを実施する前と後の両方で、色に富んだ画像を示す高い光学濃度（
ＯＤ）を有する。
【００４２】
　詳細には、数本のプリントしたバーは、プリント後の２つの予め定められた時間、即ち
、１０分及び２４時間で、意図的にスマッジ跡を生じさせることを試みることにより「ウ
ェットスマッジ後」として、スマッジ性能を定量化した。濡れ汚れ試験は、プリントした
バーパターンの画像を４５度に保持し、その画像の上に２ｃｃの水を滴下し、そして湿ら
せた領域を指で汚す（スマッジングする）ことにより行った。ミリ光学濃度（ｍＯＤ）を
約５ｍｍ離れて隣り合うバー間のスマッジ跡で測定した。スマッジ耐性が大きいほど、所
望の低いｍＯＤの示度になった。従って、ｍＯＤの読みが低いほど、より永続性且つスマ
ッジ耐性のある画像である。下表６から１３は、スマッジ跡及びウェットスマッジテスト
前後の印刷されたバーパターンの両方についての試験結果を示す。表６から１１に関して
使用された定着剤組成物は、表４に従って作製されたもの、即ちＰＥＩ／Ｃａ２＋定着剤
組成物であった。表１２及び１３に関して使用された定着剤組成物は、表５に従って作製
されたもの、即ちポリジグアニン定着剤組成物であった。全ての実施例に使用された用紙
はＬＵＳＴＲＯ　ＬＡＳＥＲ（商標）であったが、普通紙及びその他のコート紙も同様に
効果的に使用できる。
【００４３】
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【表６】

【００４４】

【表７】

【００４５】

【表８】

【００４６】
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【表９】

【００４７】
【表１０】

【００４８】
【表１１】

【００４９】
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【表１２】

【００５０】
【表１３】

【００５１】
　１）顔料（ポリマー分散型か自己分散型のいずれか）とラテックスコロイド懸濁液を含
有するインクジェットイン、及び２）陽イオンポリマー含有の定着剤組成物を含むシステ
ムに基づいて提供された表６と７、表８と９、表１０と１１、及び表１２と１３を比較す
れば明らかなように、スマッジ耐性の大きな高まりは、大抵はプリント後、１０分及び２
４時間の両方で実現することができる。例えば、ラテックスが存在しないポリマー分散型
顔料（表７）では、定着剤の助けがあっても、最高性能は、１０分のウエットスマッジテ
ストでの７０ｍＯＤであった。ラテックスを使った場合（表６）、幾つかのテストでは、
その移りは、「不可視」と考えることのできる約１０から２０ｍＯＤ（～１０から２０ｍ
ＯＤ）まで低下した。さらに、定着剤無しでラテックスだけを使用しても、１０分後、約
２４０ｍＯＤという、受認できない結果が得られた。自己分散型顔料に関しては、移りは
、ラテックスが使用されない場合（表９）、極めて不都合なものとなり、定着剤を添加し
ても事実上顕著な改善は見られなかった。しかし、ラテックス及び定着剤の存在で、画像
は、実施された試験のほとんどで、ウエットスマッジに対して完全に耐性になった（表８
）。スマッジ耐性を実質的に向上させることができ、その画像の光学濃度は許容レベルに
維持されることから、それにより画像耐久性がもたらされる。
【００５２】
　一定の好ましい実施態様を参照して本発明を説明してきたが、様々な修正、変更、省略
、及び置換は本発明の精神から逸脱することなく成し得るということは、当業者には明ら
かであろう。それ故、本発明は添付の特許請求の範囲によってのみ限定されるものとする
。
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